
甲
府
市
内
に
お
け
る
先
土
器
時
代
研
究
の
可
能
性
に
つ
い
て

は

じ

め

に

日
本
に
お
い
て
、
土
器
出
現
以
前
の
文
化
が
、
群
馬
県
岩
宿
遺
跡
の
発
堀
に

よ
っ
て
発
見
さ
れ
て
以
来
三
十
数
年
を
経
た
が
、
そ
の
間
日
本
全
国
に
そ
う
し

た
遺
跡
が
多
数
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
山
梨
県
も
例
外
で
は
な
く
、　
一
九

五
三
年
の
中
道
町
米
倉
山
遺
跡
の
発
堀
以
来
、
富
沢
町
天
神
堂
遺
跡
、
同
町
権

現
堂
遺
跡
、
都
留
市

一
杯
窪
遺
跡
、
中
道
町
立
石
遺
跡
、　
一
官

・
勝
沼
町
釈
迦

堂
遺
跡
群
塚
越
北
地
区
、
高
根
町
丘
の
公
園

一
四
番
ホ
ー
ル
遺
跡
な
ど
で
発
堀

薩

勲
鶴
義

羅

斃

鋒

聾

轟

葵

穎

が
、
そ
う
し
た
地
域
に
く
ら
べ
て
山
梨
県
内
の
遺
跡
の
数
は
少
な
く
、
遺
跡
群

と
言
え
る
ほ
ど
の
地
域
も
知
ら
れ
て
い
な
い
。
遺
跡
発
見
の
努
力
が
さ
ら
に
続

け
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
遺
跡
群
や
巨
大
な
遺
跡

が
立
地
し
な
い
地
域
と
し
て
の
理
解
も
必
要
と
な
ろ
う
。

さ
て
、
甲
府
市
内
に
お
い
て
も
、
先
土
器
時
代
遺
跡
の
存
在
が
論
議
さ
れ
て

い
る
。　
一
九
六
九
年
の
南
西
地
区
土
地
区
画
整
埋
事
業
の
工
事
中
に
、
上
石
田

（
日
本
考
古
学
協
会
会
員
）

（
山
梨
文
化

財

研
究
所
）

遺
跡
か
ら
ポ
イ
ン
ト
と
ナ
イ
フ
形
石
器
が
採
株
浴
れ
た
こ
と
ダ
）、
山
梨
県
の
先

土
器
時
代
研
究
の
先
駆
者
で
あ
る
山
本
寿
々
雄
氏
と
石
黒
良
行
氏
に
よ
っ
て
報

告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
筆
者

（保
板
））
は
、
立
地
と
石
器
の
形
態
や
製

作
技
術
の
面
か
ら
否
定
的
な
見
解
を
示
し
た
。
甲
府
市
は
、
全
面
積
の
八
分
の

五
ほ
ど
の
山
地
、
四
分
の
一
ほ
ど
の
沖
積
地
、
両
者
に
狭
ま
れ
た
小
規
模
な
扇

状
地
と
い
っ
た
地
形
構
成
で
あ
る
。　
一
般
に
先
上
器
時
代
遺
跡
は
、
平
坦
な
河

岸
段
丘
や
台
地
に
立
地
す
る
が
、
甲
府
市
内
に
は
そ
の
よ
う
な
地
形
が
な
い
。

甲
府
盆
地
に
は
、
釈
迦
堂
遺
跡
や
笠
木
地
蔵
遺
跡
の
よ
う
に
扇
状
地
に
立
地
す

る
遺
跡
も
あ
る
が
、
こ
う
し
た
地
域
に
は
火
山
灰
を
主
な
母
材
と
す
る
ロ
ー
ム

層
が
分
布
し
て
い
る
。
ロ
ー
ム
層
の
存
在
は
、
更
新
世
の
あ
る
時
期
以
来
、
そ

の
土
地
が
大
規
模
に
削
剥
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
、
人
類
の

生
活
址
が
保
存
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
ｃ
し
か
し
、
甲
府
市
内
の

相
川
や
荒
川
の
扇
状
地
上
に
は
、

ロ
ー
ム
層
の
分
布
が
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ

う
に
、
甲
府
市
内
で
は
、
地
形
や
地
質
の
面
で
先
土
器
時
代
遺
跡
の
発
見
に
不

利
な
条
件
が
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、　
一
九
八
四
年
に
、
相
川
扇
状
地
を
構
成
す
る
礫
層
の
下
位
か
ら

河 保

西 坂

康

学 夫
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ナ
ウ
マ
ン
象
日
歯
化
石
が
発
見
さ
れ
た
。現
地
性
の
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

ナ
ウ
マ
ン
象
が
生
活
し
う
る
環
境
が
周
辺
に
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
強
い
。

そ
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
火
山
灰
よ
り
八
万
年
以
上
古
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
う
し
た
年
代
に
お
い
て
も
日
本
に
人
類
が
居
住
し
て
い
た
可
能
性
に
つ

い
て
の
論
議
が
あ
る
。
こ
う
し
た
化
石
の
研
究
は
、
古
生
物
学
の
分
野
で
あ
る

御
¨
取
勲
陣
潮
嗣
凶
聴
藤
働
』
幹
獅
ぅ
見
地
か
ら
、
考
古
学
の
立
場
か
ら
の
研

本
稿
で
は
、
ま
ず
相
川
河
床
に
て
発
見
さ
れ
た
ナ
ウ
マ
ン
象
国
歯
化
石
に
つ

い
て
、
発
見
の
状
況
や
発
見
地
の
地
質
を
報
告
し
、
考
古
学
側
か
ら
の
研
究
の

可
能
性
を
考
え
た
い
。
さ
ら
に
、
甲
府
盆
地
の
先
土
器
時
代
遺
跡
の
状
況
や
地

形

・
地
質
の
状
況
を
俯
跛
し
、
甲
府
市
内
に
お
け
る
先
土
器
時
代
研
究
の
可
能

性
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

一　
ナ
ウ
マ
ン
象
国
歯
化
石
の
発
見
と
考
古
学
的
意
義

ω
　
地
質
概
要

甲
府
盆
地
は
、
北
東
部
を
関
東
山
地
、
南
東
部
を
御
坂
山
地
、
西
部
を
赤
石

山
地

・
巨
摩
山
地
に
囲
ま
れ
た
三
辺
を
有
す
る
狭
小
な
内
陸
盆
地
で
あ
る
。
周

辺
に
は
黒
富
士

・
茅
ケ
岳

・
八
ケ
岳

・
富
士
火
山
な
ど
の
第
四
紀
火
山
が
分
布

す
る
。
北
東
部
の
関
東
山
地
は
、
四
万
十
帯
を
構
成
す
る
小
仏
層
群
を
基
盤
と

し
て
、
第
三
紀
の
カ
コ
ウ
岩
類
が
北
部
の
広
い
地
域
か
ら
御
妻
山
地
の
一
部
に

か
け
て
貫
入
し
、
鮮
新
世
の
水
ケ
森
火
山
岩
類
や
更
新
世
の
黒
富
士

・
茅
ケ
岳

の
火
山
噴
出
物
が
こ
れ
ら
を
お
お
っ
て
い
る
。
西
部
に
は
糸
魚
川

・
静
岡
構
造

線
が
南
北
に
走
り
、
こ
の
西
側
で
は
四
万
十
帯
の
赤
石
層
群

・
白
根
層
群
が
赤

石
山
脈
を
構
成
す
る
。
糸
静
線
東
側
の
巨
摩
山
地
か
ら
盆
地
南
東
部
の
御
坂
山

地
に
か
け
て
は
、
南
部
フ
オ
ッ
サ
マ
グ
ナ
地
域
を
特
徴
づ
け
る
新
第
三
紀
の
海

第 1図

底
噴
火
の
火
山
岩
類
と
泥
岩
と
が
分
布
す
る
。
盆
地
内
に
は
富
士
川
と
笛
吹
川

お
よ
び
こ
れ
ら
の
支
流
が
流
れ
、
流
路
沿
い
に
沖
積
層
を
堆
積
さ
せ
、
山
地
か

ら
盆
地
へ
の
糾
面
に
は
大
小
２
局
状
地
を
多
く
形
成
し
て
い
る
。
ま
た
盆
地
縁

辺
部
に
は
、
更
新
世
の
風
成
堆
積
テ
フ
ラ
層
を
の
せ
る
背
根
丘
陵

・
市
之
瀬
台

地

・
牧
丘
台
地

・
赤
坂
台
地

・
韮
崎
台
地
な
ど
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち

曽
根
丘
陵
に
は
、
黒
富
士
火
砕
流

・
韮
崎
岩
暦
流
、
お
よ
び
湖
成
堆
積
物

・
扇

状
地
性
堆
積
物
か
ら
な
る
曽
根
層
群
が
分
布
す
る
。
し
か
し
甲
府
盆
地
の
更
新

統
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
も
少
な
く
な
い
。

②
一　
相
川
産
ナ
ウ
マ
ン
象
国
歯
化
石
の
発
見

一
九
八
四
年
甲
府
市
在
住
の
鈴
木
昭
雄
氏
に
よ
っ
て
、
緑
ケ
丘
運
動
公
園
東

側
の
相
川
河
床
で
ナ
ウ
マ
ン
象
の
日
歯
化
石
が
発
見
さ
れ
た

（第
１
図
）
。
日

歯
化
石
は
、
大
雨
後
の
相
川
西
岸
河
床
で
、
暗
緑
灰
色
シ
ル
ト
質
砂
層
中
に
レ

ナウマン象日歯化石産出地 (。 点印)

(国土地理院 2万 5千分の 1地形図より)
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ン
ズ
状
に
薄
く
挟
在
さ
れ
る
傘
大
ぞ
人
頭
大
の
課
層
中
に
、
風
化
し
た
咬
合
面

を
上
に
し
て
露
出
し
て
い
た
。
現
在
こ
の
付
近
は
、
相
川
の
下
方
浸
食
に
よ
っ

て
削
剥
さ
れ
、
化
石
が
発
見
さ
れ
た
露
頭
は
見
ら
れ
な
い
。

な
お
、
発
見
以
後
の
経
緯
を
述
べ
る
と
、
鈴
木
氏
は
発
見
し
た
化
石
の
調
査

を
意
図
し
て
、
県
教
育
委
員
会
文
化
課
の
末
木
健
氏
に
化
石
を
託
し
た
。
末
木

氏
は
調
査
を
開
始
し
た
が
、
折
よ
く
稲
田
孝
司
氏
の
来
訪
が
あ
り
、
本
化
石
が

ナ
ウ
マ
ン
象
臼
歯
の
可
能
性
が
あ
る
旨
指
摘
を
受
け
た
。
稲
田
氏
の
御
紹
介
に

よ
り
、
末
木
氏
お
よ
び
筆
者
は
、
東
京
大
学
医
学
部
の
犬
塚
則
久
博
士
に
化
石

の
調
査
を
依
頼
し
た
。
そ
の
結
果
、
ナ
ウ
マ
ン
象
の
日
歯
で
あ
る
と
の
回
答
を

得
た
が
、
年
齢
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は
近
々
御
報
告
い
た
だ
け
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。

③
　
化
石
発
見
地
点
の
地
形
地
質

相
川
は
、
甲
府
市
北
部
上
積
翠
寺
町
近
付
で
西
沢
川

・
仲
川

。
東
沢
川
の
三

支
谷
が
合
流
し
て
な
り
、
下
積
筆
寺
町
付
近
に
お
い
て
山
あ
い
の
狭
小
な
流
路

か
ら
盆
地
の
開
け
た
流
路
に
開
放
さ
れ
て
、
甲
府
市
街
を
広
く
お
お
う
扇
状
地

を
形
成
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
甲
府
市
北
口
周
辺
か
ら
丸
の
内

。
中
央

・
城
東

地
域
に
か
け
て
は
、
よ
り

一
段
高
い
扇
状
地
に
な
っ
て
い
る
。
相
川
は
、
和
国

町
付
近
で
小
河
川
の
西
川
と
合
流
し
た
の
ち
南
流
し
、
荒
川
橋
付
近
で
荒
川
に

合
流
す
る
。
荒
川
は
笛
吹
川
に
合
流
し
富
士
川
に
注
ぎ
込
む
。
相
川
流
域
に

は
、
要
害
山
か
ら
下
積
等
寺
町
の
右
岸
と
白
山
周
辺
に
カ
コ
ウ
岩
体
が
、
太
良

ケ
峠
か
ら
帯
那
山
に
か
け
て
太
良
ケ
峠
火
山
岩
類
が
、
塚
原
町
か
ら
湯
村
山
の

右
岸
お
よ
び
積
筆
寺
か
ら
愛
宕
山
ま
で
の
相
川
左
岸
域
に
水
ケ
森
火
山
岩
類
が

分
布
す
る
。

発
見
地
点
の
相
川
河
床
は
、
相
川
の
形
成
し
た
扇
状
地
面
を
三
を
五
阿
削
剰

し
て
い
る
。
こ
の
付
近
の
柱
状
図
を
第
２
図
に
示
す
。

最
下
部
に
は
有
機
質
を
含
む
暗
禍
色
粘
土
層
が
露
出
す
る
。
こ
の
粘
土
層
の

上
位
に
厚
さ

一
ぞ
七
勁
（平
均
三
勁
）
の
ピ
ツ
ク
色
が
か
っ
た
白
色
ガ
ラ
ス
質

火
山
灰

（仮
称
Ａ
Ｉ
１
１
）
が
認
め
ら
れ
、
流
路
の
右
岸
沿
い
に
鍵
層
と
し
て

追
跡
で
き
る
。
Ａ
Ｉ
１
１
の
上
に
は
暗
緑
色
の
砂
層
ぞ
砂
質
シ
ル
ト
層
が
堆
積

す
る
。
砂
層
は
葉
理
が
発
達
し
、
シ
ル
ト
質
部
分

・
礫
質
部
分
を
レ
ン
ズ
状
に

挟
在
す
る
。
②
ど
④
地
点
に
露
出
す
る
緑
灰
色
ツ
ル
ト
質
粘
土
ぞ
暗
禍
色
有
機

質
粘
土
は
、
厚
さ
七
〇

∽
以
上
の
レ
ン
ズ
と
し
て
上
記
暗
緑
色
砂
層
中
に
挟
在

す
る
。
相
川

・
西
川
合
流
点
で
は
厚
さ
約

一
・
二
れ
の
軽
石
質
火
山
灰

（仮
称

Ａ
Ｉ
１
２
）
が
上
部
を
扇
状
地
性
の
礫
層
に
不
整
合
に
お
お
わ
れ

て
露

出

す

る
。
扇
状
地
性
礫
層
中
に
は
、
二
枚
の
黄
白
色
軽
石
層

（仮
称
Ａ
ｌ
３

●
４
）

が
レ
ン
ズ
状
に
存
在
す
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
レ
ン
ズ
は
、
均
質
な
堆
積
構
造

を
示
さ
ず
異
質
礫
を
含
み
、
Ａ
Ｉ
１
２
の
岩
質
に
類
似
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
二
次
堆
積
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
今
後
検
討
を
要
す
。

ナ
ウ
マ
ン
象
臼
歯
化
石
の
産
出
し
た
地
層
は
、
前
述
の
通
リ
レ
ン
ズ
状
に
礫

層
を
挟
在
す
る
暗
緑
灰
色
シ
ル
ト
質
砂
層
と
さ
れ
る
。
当
時
の
露
頭
は
す
で
に

削
剥
さ
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
①

ｏ
②

・
⑤
地
点
に
露
出
す
る
暗
緑
色
砂
層

と
化
石
を
産
し
た
地
層
と
は

一
連
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
従
っ
て
ナ
ウ
マ
ン

象
日
歯
化
石
の
産
出
層
準
は
、
テ
フ
ラ
Ａ
Ｉ
１
１

・
２
の
中
間
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
。
①
　
テ
フ
ラ
の
記
載

斑
晶
鉱
物

・
火
山
ガ
ラ
ス
の
屈
折
率
の
測
定
値
は
な
い
が
、
ニ
テ
フ
ラ
に
つ

い
て
記
述
す
る
。

Ａ
Ｉ
１
１
　
ピ
ン
ク
が
か
つ
た
白
色
ガ
ラ
ス
質
火
山
灰
。
層
厚

一
ど
七

切
、

平
均
三
勁
。
風
化
に
よ
っ
て
粘
土
化
す
す
む
。
粒
径
は
細
粒
砂
１
シ
ル
ト
大
で

分
級
良
好
。
斑
品
鉱
物
と
し
て
、
斜
長
石

。
斜
方
輝
石

・
単
斜
輝
石

。
緑
色
角
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第
2図
 
ナ
ウ
マ
ン
象
日
歯
化
石
産
出
地
点
周
辺
の
柱
状
図



閃
石

・
不
透
明
鉱
物
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
緑
色
角
閃
石
は
他
の
重
鉱
物
“
批
較

し
て
少
な
い
。
火
山
ガ
ラ
ス
は
無
色
細
粒
で
、
町
日

。
新
井

（
一
九
七
八
）
の

（
８
）

軽
石
型
、
遠
藤

・
鈴
木

（
一
九
八
〇
）
の
Ｃ

・
Ｆ
型
が
普
通
で
あ
る
。
ま
れ
に

禍
色
Ｃ
型
が
わ
ず
か
に
含
ま
れ
る
。

Ａ
ｌ
ｌ
２
　
白
色
軽
石
層
。
層
厚
約

一
。
二
伽
、
最
大
粒
径
二
働
、
分
級
は

あ
ま
り
良
く
な
い
。　
葉
理
が
発
達
す
る
。　
風
化
に
よ
り
や
や
粘
土
化
。　
軽
石

は
、
発
泡
孔
径
が
小
さ
く
孔
壁
が
薄
く
発
泡
良
好
で
あ
り
、
黒
雲
母
の
細
粒
自

形
斑
晶
を
ガ
ラ
ス
中
に
包
有
す
る
。
単
粒
と
し
て
存
在
す
る
斑
晶
鉱
物
は
、
斜

長
石
∨
緑
色
角
閃
石
＝
黒
雲
母
∨
不
透
切
鉱
物
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
新
鮮
で
自

形
ｔ
半
自
形
を
示
す
。

上
記
ニ
テ
フ
ラ
と
も
屈
折
率
等
の
測
定
値
が
な
い
の
で
対
比
に
つ
い
て
は
不

舅
で
あ
る
。
Ａ
Ｉ
１
１
は
細
粒
ガ
ラ
ス
質
火
山
灰
で
あ
る
こ
と
か
ら
広
域
テ
フ

（９
）

ラ
の
可
能
性
が
強
い
。
Ａ
Ｉ
１
２
は
、
御
岳
第
１
軽
石

（
ｐ
ｍ
ｌ
Ｉ
）
あ
る
い

は
そ
れ
以
前
の
テ
フ
ラ
に
斑
晶
鉱
物
の
点
で
類
似
性
が
み
ら
れ
る
が
、
詳
細
に

つ
い
て
は
次
回
報
告
し
た
い
。

⑥
　
更
新
世
動
物
遺
体
の
考
古
学
的
研
究
の
必
要
性

雛

囀
れ
４
麓

瑶

翅

絡

薦

｝
迎

鵬

郊

溺

霧

の
勘
騨

し
て
、
三
万
年
以
前
の
文
化
が
年
代
的
に
ど
こ
ま
で
さ
か
の
ば
り
う
る
か
の
間

題
、
人
間
自
身
の
遺
体
や
骨
角
器
を
含
め
た
動
物
遺
体
の
研
究
の
た
ち
お
く
れ

の
二
点
を
あ
げ
る
。
古
生
物
学
の
研
究
か
ら
し
て
、
大
陸
と
日
本
の
動
物
相
は

強
く
関
連
し
て
お
り
、
大
陸
か
ら
の
動
物
の
移
動
と
と
も
に
早
く
か
ら
人
類
が

渡
来
し
て
き
た
可
能
性
が
高
い
が
、
こ
れ
ら
の
動
物
遺
体
の
中
に
人
類
存
在
の

証
拠
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
先
の
二
つ
の
課
題
は

一
挙
に
解
決
さ
れ

る
と
す
る
。
石
器
等
の
発
見
は
い
ま
だ
に
局
地
的
で
量
も
少
な
い
が
、
動
物
遺

体
は
古
い
段
階
の
も
の
か
ら
新
し
い
も
の
ま
で
か
な
り
の
量
が
発
見
さ
れ
て
お

り
、
産
出
層
の
存
在
の
推
定
も

可
能
で
あ
る
。　
こ
れ
を
意
識
的
に
追
究
す
れ

ば
、
石
器
等
の
研
究
よ
り
も
容
易
に
、
古
人
類
の
存
在
に
せ
ま
り
う
る
し
、
同

時
に
生
活
状
況
も
推
論
し
う
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

人
類
存
在
の
証
挺
と
は
、
石
器
の
共
存
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
動
物
遺
体
白

体
の
遺
存
状
況
や
破
砕
痕
で
あ
る
。
遺
存
状
況
で
は
、
自
然
状
態
と
は
違
っ
た

状
況
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
狩
猟
や
解
体
の
方
法
、
骨
角
の
利
用
方
法
な
ど
を

推
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
動
物
遺
体
の
産
出
層
を
、
考
古
学
的
手
法
に
よ
り

発
掘

。
記
録
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
相
川
河
床
に
お
い
て
も
、
今
後
こ
う
し
た

調
査

。
研
究
の
で
き
る
可
能
性
が
十
分
あ
る
。

〓
一　
甲
府
盆
地
に
お
け
る
先
土
器
時
代
研
究
の
展
望

ω
　
上
石
田
遺
跡
発
見
の
石
器
に
つ
い
て

甲
府
市
に
お
い
て
先
上
器
時
代
石
器
の
論
議
の
あ
っ
た
上
石
日
遺
跡
の
出
土

品
は
七
点
あ
り
、
山
本
寿
々
雄
氏
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の

う
ち
の
ポ
イ
ン
ト
と
さ
れ
た
も
の
は
、
石
黒
良
行
氏
に
よ
っ
て
も
報
告
さ
れ
て

い
る
。
筆
者

（
保
坂
）
は
、
山
本
氏
の
御
好
意
に
よ
り
、
こ
れ
ら
を
再
報
告
す

（‐３
）

る
機
会
を
得
た
。

上
石
田
遺
跡
は
、
釜
無
川
扇
状
地
の
北
東
部
２
用
端
近
く
に
立
地
す
る
。
本

地
域
は
、
沖
積
低
地
に
流
入
し
た
河
川
の
流
路
堆
積
物
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て

埼
呼
、　
ロ
ー
ム
層
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
な
い
し
、
石
器
発
見
時
に
お
い
て
も

確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
発
見
さ
れ
た
石
器
の
中
に
は
、
残
念
な
が
ら
ナ
イ
フ
形

石
器
は
存
在
し
な
い
。
さ
ら
に
、
ポ
イ
ン
ト
と
さ
れ
た
も
の
も
以
下
の
点
よ
り

組
支
時
代
の
石
槍
と
考
え
ら
れ
る

（第
３
図
１
、
長
五

。
一
勁
）

全
体
の
形
状
は
、
器
体
中
央
が
突
出
し
、
幅
広
で
、
基
部
端
が
調
整
さ
れ
て
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【宣三二と>2

お
ら
ず
平
坦
で
あ
る
。
中
央
突
出
部
よ
り
上
半
の
縁
部
が

「
ハ
」
の
字
形
に
開

く
の
に
対
し
、
下
半
は
平
行
に
近
い
。
突
出
部
の
下
半
部
が
若
千
袂
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
見
え
、
幅
が
広
く
器
体
の
半
分
の
長
さ
の
大
き
な
基
部
を
も
つ
有
舌

尖
頭
器
の
よ
う
な
形
状
で
あ
る
。
問
題
は
、
こ
う
し
た
形
状
が
意
図
的
に
作
り

出
さ
れ
た
も
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
基
部
の
作
出
に
つ
い
て
は
、
先
端
部
側

の
剥
離
が
平
坦
で
、
先
端
部
全
体
を
覆
う
ほ
ど
深
い
の
に
対
し
、
基
部
側
は
急

→ 3  -4

角
度
で
、
中
央
に
自
然
面
や
素
材
の
劇
離
面
を
残
し
て
お
り
、
両
者
が
違
っ
た

剥
離
技
術
で
作
り
出
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
意
図
的
で
あ
る
と
言
え
る
。
突
出

部
基
部
側
の
狭
り
に
つ
い
て
は
、
狭
り
を
形
成
す
る
剤
離
が
周
辺
の
剥
離
よ
り

急
角
度
で
あ
り
、
や
は
り
意
図
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

へ
う
比

た

石
器

は
、
山
本
氏
や
石
黒

（
氏
跡
指
摘
す
る
よ
う
な
、
長
野
県
男
女
倉
遺
跡
の
槍
先
形

尖
器
や
新
潟
県
中
林
遺
跡
の
有
舌
尖
頭
器
の
榊
Ｉ

は
見
い
出
し
得
な
い
。
非
常

に
近
い
例
と
し
て
は
、
長
野
県
茅
野
和
田
遺
跡
四
五
号
住
居
址
出
上
の
石
槍
が

あ
げ
ら
れ
る

（第
３
図
２
、　
長
四

・
五
効
）
。　
こ
の
住
居
址
で
は
首
利
Ⅱ
式

の
上
器
が
出
土
し
て
い
る
が
、
本
遺
跡
で
も
同
時
期
の
上
器
が
見
い
出
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
土
器
に
伴
出
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
同
様
の
形

態
の
も
の
が
九
州
西
海
岸
部

（第
３
図
４
、
長
四

。
九

勁
）
や
北
海
道

（第
３

図
３
、
長
四

・
三
翻
）
な
ど
で
多
く
見
い
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
系
譜
に
つ
い

て
今
後
十
分
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
立
地
の
問
題
も
含
め
、
こ
の

石
器
を
組
文
時
代
の
も
の
と
考
え
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

②
　
甲
府
盆
地
の
先
土
器
時
代
遺
跡

山
梨
県
内
で
は
、
富
沢
町
の
河
岸
段
丘
や
八
ケ
岳
山
麓
の
高
根
町
念
場
原
な

ど
で
比
較
的
多
く
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
甲
府
盆
地
内
で
は
、
曽
根
丘

陵
上
に
比
較
的
多
く
の
遺
跡
が
あ
る
。
中
道
町
米
倉
山
、
下
向
山
、
立
石
、
上

の
平
、
後
呂
、
富
豊
村
弥
二
郎
、
横
畑
の
各
遺
跡
で
ナ
イ
フ
形
石
器
等
が
出
上

し
て
い
る
。
曽
根
丘
陵
東
方
の
扇
状
地
上
で
は
、　
一
宮
町
笠
木
地
蔵
遺
跡
で
槍

先
形
尖
頭
器
、　
一
宮

・
勝
沼
町
釈
迦
堂
遺
跡
群
塚
越
北
地
区
で
槍
先
形
尖
頭
器

や
ナ
イ
フ
形
石
器
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
川
大
門
町
官
の
前
遺
跡

で
は
、
彫
器
が
見
い
出
さ
れ
て
い
る
。
市
ノ
瀬
台
地
で
は
、
六
科
丘
遺
跡
で
ナ

イ
フ
形
石
器
と
槍
先
形
尖
頭
器
が
出
上
し
て
い
る
。
赤
坂
台
地
で
は
、
双
葉
二

号
墳
直
下
か
ら
槍
先
形
尖
頭
器
が
出
上
し
て
い
る
。
牧
丘
台
地
で
は
、
込
山
遺

第 3図上石田遺跡採集の石槍と類例 (縮尺不同)
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跡
付
近
で
北
日
本
地
域
に
多
い
舟
底
形
細
石
刃
核
ブ
ラ
ン
ク
が
表
採
さ
れ
て
い

（
２‐
）

玄
０
。

こ
れ
ら
の
遺
跡
で
、
石
器
や
剖
片
の
集
中
部
が
見
い
出
さ
れ
た
の
は
、
釈
迦

堂
遺
跡
と
立
石
遺
跡
の
み
で
あ
る
。
釈
迎
堂
遺
跡
で
は
、
七
六
点
の
石
器

。
剥

片
が
直
径
約
二
〇

何
の
範
囲
に
集
ま
っ
て
い
る
。
立
石
遺
跡
で
も
石
器

・
剥
片

集
中
部
は
三
カ
所
程
度
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
他
で
は
、　
一
点
か
ら
数
点
の

石
器
が
見
い
出
さ
れ
た
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
、
石
器
ば
か
り
で
、
石
器
の
数

を
凌
得
す
る
は
ず
の
石
器
製
作
時
に
出
現
す
る
剥
片
は
ほ
と
ん
ど
見
い
出
さ
れ

て
い
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
発
掘
時
に
表
土
や
遺
構
覆
土
中
で
見
い
出
さ
れ
た
場

合
が
多
い
が
、
後
呂
、
上
の
平
、
米
倉
山
、
弥
二
郎
、
横
畑
、
官
の
前
な
ど
の

遺
跡
で
先
土
器
時
代
遺
物
の
発
見
を
意
図
し
て
か
な
り
の
面
積
の
ロ
ー
ム
層
の

調
査
が
さ
れ
て
い
る
経
緯
が
あ
る
。

石
器
だ
け
を
少
数
点
出
土
す
る
遺
跡
、
少
数
点
の
石
器

・
劇
片
の
集
中
部
が

少
数
存
在
し
深
群

・
配
石
を
伴
わ
な
い
よ
う
な
小
規
模
遺
跡
と
い
っ
た
遺
跡
の

あ
り
方
を
ど
う
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
遺
跡
が
存
在
す
る
意
味
を
理
解

す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
仮
説
も
成
立
し
う
る
。
石
器
原
材
の
黒
曜
石
産
地
で

あ
る
八
ケ
岳
西
部
地
域
と
、
そ
の
消
費
地
で
あ
る
関
東

。
東
海
の
遺
跡
群
の
間

を
行
き
来
す
る
集
団
が
残
し
た

一
時
的
な
遺
跡
で
あ
っ
た
と
す
る
考
え
方
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
甲
府
盆
地
周
縁
部
は
、
定
着
し
て
生
業
を
営
む
べ
き
土
地

と
し
て
は
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
も
考
え
う
る
。

甲
府
市
の
位
置
す
る
甲
府
盆
地
北
部
は
′、
発
見
さ
れ
た
遺
跡
の
数
が
少
な
く

ま
た
遺
跡
の
立
地
し
そ
う
な
地
形
も
少
な
い
。
黒
躍
石
産
地
へ
の
ル
ー
ト
と
し

て
は
、
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
甲
府
市
内
に
お

け
る
遺
跡
の
発
見
も
、
以
上
の
点
か
ら
す
れ
ば
可
能
性
が
低
い
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
仮
説
で
あ
り
、
調
査

。
研
究
の
努
力
は

強
力
に
続
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

③
　
人
親
遺
跡
と
地
質

先
土
器
時
代
の
遺
跡
は
、
台
地
上
の
風
化
火
山
灰
か
ら
主
と
し
て
な
る
い
わ

ゆ
る

″
ロ
ー
ム
層
″
中
に
含
ま
れ
る
場
合
が
多
い
。
し
か
し

″
ロ
ー
ム
層
，
と

呼
ば
れ
る
も
の
の
中
に
は
、
風
化
テ
フ
ラ
ば
か
り
で
な
く
、
斜
面
上
方
か
ら
移

動
し
て
き
た
土
壌
や
風
化
物

・
土
石
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
場
合
が

少
な
く
な
い
。
今
ま
で
甲
府
盆
地
周
辺
で
発
見
さ
れ
て
い
る
先
土
器
時
代
の
遺

物
は
、
曽
根
丘
陵

・
牧
丘
台
地

・
市
之
瀬
台
地
な
ど
の

″
ロ
ー
ム
層
”
中
、
あ

る
い
は
地
表
で
採
取
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
遺
物
量
は
、

関
東
平
野
や
長
野
地
域
に
比
較
し
て
少
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

テ
フ
ラ
は
、
噴
火
口
か
ら
上
方
に
噴
出
さ
れ
て
、
上
空
の
風
向
き
に
よ
り

一

般
に
は
東
方
に
降
灰
す
る
場
合
が
多
い
。
南
関
東
地
域
に
分
布
す
る
厚
い
テ
フ

ラ
層
の
形
成
は
、
西
方
に
位
置
す
る
富
士
火
山

・
箱
根
火
山
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
。
特
に
先
土
器
時
代
遺
物
の
多
く
含
ま
れ
る
立
川
ロ
ー
ム
層
の
大
部
分

は
、
富
士
火
山
起
源
の
テ
フ
ラ
か
ら
な
る
。
こ
れ
ら
の
厚
い
テ
フ
ラ
の
堆
積
で

上
下
を
密
封
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
長
時
間
を
経
過
し
た
現
在
で
も
発
掘
の

過
程
に
お
い
て
遺
物
が
発
見
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
さ
て
、
山
梨
で
は
富
士
火

山
が
南
東
に
位
置
す
る
た
め
、
御
坂
山
地
以
南
の
桂
川
流
域
で
は
厚
い
富
士
テ

フ
ラ
に
お
お
わ
れ
て
い
る
が
、
甲
府
盆
地
内
の
台
地
上
で
は
薄
い
。
例
え
ば
曽

根
丘
陵
の
上
の
原
遺
跡
で
は
、
立
川
ロ
ー
ム
層
相
当
層
が
約

一
寛
の
厚
さ
を
示

す
。
こ
れ
は
甲
府
盆
地
内
の
台
地
が
富
士
テ
フ
ラ
の
分
布
域
の
北
限
付
近
に
位

置
“
噂
聯
鴨
韓
Ｄ
Ч
〕
嬢
ル
靭
島
ぱ
二
Ｏ
ｉ
三
〇
万
年
と
も
い
わ
れ
る
遺
物
出

上
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
曽
恨
丘
陵
で
は
，
河
川
に
よ
る
開
析
が
進
み
立

川
ロ
ー
ム
相
当
層
が
削
剥
さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
が
、
保
存
の
良
い
場
合
に
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は
立
川
ロ
ー
ム
相
当
層
よ
り
下
位
に
二
″
以
上
の
風
化
テ
フ
ラ
の
堆
積
が
あ
り

最
下
部
に
は
ｐ
阿
Ｉ
Ｉ
を
挟
在
す
る
。
従
っ
て
盆
地
内
の
台
地
に
お
い
て
、
立

川

ロ
ー
ム
相
当
層
ば
か
り
で
な
く
よ
り
下
位
の
層
中
か
ら
も
先
土
器
時
代
遺
物

出
上
の
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
甲
府
市
内
に
は
こ
の
よ
う
な
台
地

の
分
布
は
み
ら
れ
な
い
。

ナ
ウ
マ
ン
象
日
歯
化
石
が
発
見
さ
れ
た
相
川
河
床
の
地
層
は
、
シ
ル
ト
を
砂

の
細
粒
堆
積
物
が
主
体
で
分
級
も
良
好
で
あ
る
こ
と
か
ら
湖
成
層
あ
る
い
は
河

成
層
と
考
え
ら
れ
る
。　
″
ロ
ー
ム
層
”
の
酸
化

・
酸
性
条
件
下
で
は
、
動
物
の

骨

。
歯
化
石
の
残
存
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
こ
れ
に
比
べ
て
水
成
層
は
動
植

物
化
石
の
保
存
に
関
し
て
良
好
な
条
件
を
備
え
て
い
る
。
盆
地
内
に
は
、
相
川

ば
か
り
で
な
く
、
山
梨
市
兄
川
で
も
ナ
ウ
マ
ン
象
化
石
が
産
出
し
て
い
る
。
曽

根
層
群
中
に
も
珪
藻
化
石
を
多
産
す
る
湖
成
層
が
存
在
す
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の

延
長
と
し
て
盆
地
下
に
中

ｏ
上
部
更
新
統
が
存
在
し
て
い
る
。
水
成
の
中

・
上

部
更
新
統
は
、
人
類
と
そ
れ
を
と
り
ま
く
環
境
の
情
報
が
保
存
さ
れ
て
い
る
対

象
と
し
て
、
地
質
学
的
な
対
象
と
い
う
ば
か
り
で
な
く
考
古
学
的
視
点
か
ら
も

今
後
調
査
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
つ
け
加
え
る
と
甲
府
市
内
に
は
、
上
石
田

・
朝
気

・
飯
田

一
丁
目
遺

跡
な
ど
沖
積
層
中
に
見
出
さ
れ
た
縄
文
時
代
以
降
の
遺
跡
が
存
在
す
る
。
こ
れ

ら
は
河
川
の
自
然
堤
防
な
ど
の
微
高
地
上
に
位
置
し
、
河
川
の
は
ん
ら
ん
や
流

路
の
変
更
に
よ
っ
て
埋
没
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。　
一
時
期
に
大
量
の
堆
積

物
に
よ
っ
て
埋
積
さ
れ
そ
の
後
の
浸
蝕
作
用
が
な
い
な
ら
ば
、
遺
物
等
に
と
っ

て
良
好
な
保
存
条
件
で
あ
る
と
い
え
る
。
水
田
耕
作
や
建
築
物
に
よ
っ
て
地
表

面
が
被
覆
さ
れ
る
と
、
表
面
採
取
だ
け
の
遺
跡
分
布
調
査
か
ら
は
遺
跡
の
確
認

が
困
難
な
場
合
も
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
低
平
地
に
広
が
る
沖
積

層
中
に
存
在
す
る
遺
跡
が
環
境
情
報
を
よ
り
保
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

さ
ら
に
重
要
視
さ
れ
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

お
　
わ
　
り
　
に

甲
府
盆
地
で
の
遺
跡
や
地
質
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
甲
府
市
内
に
お
け
る
先

土
器
時
代
遺
跡
の
発
見
に
困
難
な
条
件
が
あ
る
点
を
示
し
た
が
、
ナ
ウ
マ
ン
象

日
歯
化
石
の
発
見
に
よ
っ
て
、
研
究
の
進
転
に
一
筋
の
光
明
を
得

た

と

言
え

る
。
相
川
河
床
産
の
こ
の
化
石
は
、
八
万
年
よ
り
古
い
も
の
と
し
た
が
、
現
在

日
本
最
古
の
石
器
群
が
十
数
万
年
前
と
も
二
０
１
三
〇
万
年
前
と
も
言
わ
れ
、

古
人
類
が
生
活
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
ナ
ウ
マ
ン
象
な
ど
の
更

新
世
動
物
遺
体
の
考
古
学
的
研
究
は
、
古
人
類
に
迫
る
近
道
と
言
え
る
。
遺
跡

の
存
在
し
そ
う
な
ロ
ー
ム
層
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
動
物
遺
体
の
遺
存
が
予
想

さ
れ
る
水
成
層
も
今
後
精
力
的
に
追
跡
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
鈴
木
昭
雄
氏
、
大
塚
則
久
博
士
、

末
木
健
氏
に
御
助
力
い
た
だ
い
た
。
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ

スυ
。

注
（
１
）
鈴
木
忠
司

一
九
八
四

『先
土
器
時
代
の
知
識
』

（
２
）
山
本
寿
々
雄

一
九
七
〇

「
甲
府
盆
地
底
部
出
上
の
旧
石
器
文
化
な
ら

び
に
縄
文
文
化
中
期
の
追
跡
に
つ
い
て
」

（
『
甲
斐
考
古
』
七
十
三
所

収
）

（
３
）
石
黒
良
行

一
九
七
〇
「甲
府
盆
地
底
部
出
上
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
」

（
『
甲
斐
考
古
』
七
十

一
所
収
）

（
４
）
保
坂
康
夫

一
九
八
五

「
山
梨
県
下
の
先
土
器
時
代
資
料
の
検
討
十

一

―
」

（
山
梨
県
立
考
古
博
物
館

・
山
梨
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『研
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究
紀
要
』
２
所
収
）

（
５
）
経
済
企
画
庁
総
合
開
発
局
編

一
九
七
三

『土
地
分
類
図
（山
梨
県
産

（
６
）
稲
田
孝
司

一
九
八
四

「
更
新
世
哺
乳
動
物
遺
体
の
産
状

と
人

類
文

化
―
旧
石
器
時
代
研
究
の
課
題
―
」

（
『考
古
学
研
究
』
第
二

一
巻
第

二
号
所
収
）

（
７
）
町
田
洋

。
新
井
房
夫

一
九
七
六

「
広
域
に
分
布
す
る
火
山
灰
―
拾
良

Ｔｎ
火
山
灰
の
発
見
と
そ
の
意
義
―
」

（
『
科
学
』
四
六
、
三
三
九
ｉ
三

四
七
）

（
８
）
遠
藤
邦
彦

・
鈴
木
正
幸

一
九
八
〇

「
立
川

・
武
蔵
野
ロ
ー
ム
層
中
の

火
山
ガ
ラ
ス
の
濃
集
層
」

（
『考
古
学
と
自
然
科
学
』

一
三
、　
一
九
ｔ

三
〇
）

（
９
）
小
林
国
夫

・
清
水
英
樹

・
北
沢
和
男

・
小
林
武
彦

一
九
六
七

「
御
嶽

火
山
第

一
浮
石
層
―
御
嶽
火
山
第

一
浮
石
層
の
研
究
そ
の
１
１
ス

『地

質
学
雑
誌
』
七
三
、
二
九

一
ｔ
三
〇
八
）

（
１０
）
注

（
６
）
に
同
じ

（
１１
）
注

（
２
）
に
同
じ

（
・２
）
注

（
３
）
に
同
じ

（
・３
）
注

（
４
）
に
同
じ

（
・４
）
高
木
勇
夫

・
中
山
正
民

一
九
八
三

「
甲
府
盆
地
西
部
地
域
の
地
形
」

（
『
日
本
大
学
文
理
学
部
自
然
科
学
研
究
所
研
究
紀
要
』
）

（
・５
）
注

（
２
）
に
同
じ

（
・６
）
森
嶋
稔

。
川
上
元

・
森
山
公

一
他

一
九
七
五

『男
女
倉
』

（
・７
）
芹
沢
長
介

一
九
六
六

「
新
潟
県
中
林
遺
跡
に
お
け
る
有
舌
尖
頭
器
の

研
究
」

（
『
日
本
文
化
研
究
所
報
告
』
２
）

（
・８
）
藤
森
栄

一
・
宮
坂
光
昭

・
桐
原
建
他

一
九
七
〇

『茅
野
和
田
遺
跡
緊

急
発
掘
調
査
報
告
書
』

（
・９
）
安
楽
勉

一
九
八
五

「
西
海

・
五
島
列
島
を
め
ぐ
る
漁
携
活
動
」

（季

刊

『考
古
学
』
第

一
一
号
所
収
）

（
２０
）
上
野
秀

一
一
九
七
六

『
Ｔ
二

一
〇
遺
跡
』

（
『札
幌
市
文
化
財
調
査

報
告
書
』

〓
う

（
２．
）
石
器
の
形
態
を
み
る
と
、
横
畑
遺
跡
で
切
出
形
、
米
倉
山
遺
跡
で
基

部
加
工
の
ナ
イ
フ
形
石
器
が
見
い
出
さ
れ
て
い
る
他
、
部
分
加
工
や
二

側
縁
加
工
の
ナ
イ
フ
形
石
器
が
あ
り
、
槍
先
形
尖
頭
器
や
細
石
刃
核
も

み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
少
く
と
も
武
蔵
野
ｎ
ａ
期
、
相
模
野
皿
期
以
降

の
人
類
の
居
住
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

（
２２
）
岡
村
道
雄

一
九
八
六

「
列
島
最
古
の
人
類
文
化
の
系
譜
―
官
城
県
北

部
の
旧
石
器
時
代
遺
跡
群
―
」

（
『
歴
史
手
帖
』

一
四
巻
四
号
所
収
）

（
２３
）
鎌
田
俊
昭

一
九
八
五

「
宮
城
県
に
お
け
る
旧
石
器
時
代
前

・
中
期
を

め
ぐ
る
最
近
の
批
判
に
つ
い
て
」

（
『
旧
石
器
考
古
学
』
三

一
）

（＝
投
稿
＝
）
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